


基本理念・望ましい環境像・目標・施策の柱 

エネルギーや資源を 

大切に使い、循環する社会 

をめざす 

市民、事業者、行政の 

協働で、持続可能な社会 

づくりを進める 

基本理念 

望ましい環境像 

みどりと水 光と風 地域からはぐくむ 環境先進都市すいた 

目標と施策の柱など 

分野と目標 施策の柱 

● ライフスタイルや事業活動の転換促進 

● 省エネルギー機器等の導入促進 

● 再生可能エネルギーの導入拡大 

● 発生抑制を優先する社会への転換 

● 多くの市民が参加しやすいリサイクルシステムの構築 

● 排出者責任の確立と事業系ごみの減量促進 

● 持続可能な低炭素社会実現に寄与する収集体制や処理システムの構築 

● 水資源の有効利用と健全な水循環の推進 

● 環境汚染防止対策の推進 

● 環境美化の推進 

● ヒートアイランド対策の推進 

● 日照障害・電波障害対策 

● みどりを継承する 

● みどりを生み出す 

● みどりを活かす 

● 市民参加・協働により、みどりのまちづくりを進める 

● 景観まちづくりの推進 

● 自動車に過度に依存しない交通環境整備 

● 環境に配慮した開発事業の誘導 

● 地球温暖化対策の推進 

● ヒートアイランド対策の推進 

● 連携・協働の推進 

● エコスクールの推進 

● 地域における環境教育の推進 

計画の位置づけと計画期間 

本計画は、環境基本条例第８条の規

定に基づき、環境の保全と創造に関す

る施策について、総合的・計画的に推

進する役割を担うものとして、目標・

施策の大綱などを定めるものです。 

また、本市総合計画を環境面から補

完・具体化する役割を担うものとして、

施策等を詳細かつ具体的に示すもので

あるとともに、進行管理において明ら

かとなった課題や推進の方向性につい

ては、本市総合計画の更新時等に整合

を図るものとします。  

また、本市の他の計画やあらゆる部

局で実施する施策等については、環境

分野において本計画との整合を図るも

のとします。 

地球温暖化をはじめヒートアイランド現象や生物多様性の衰退、深刻なエネルギー不足など様々な環境問題に直

面する今、健全で豊かな環境を守り引き継ぎ、持続可能な社会を構築していくためには、市民、事業者、行政がそ

れぞれの立場での役割を果たすとともに、パートナーシップによる取組を積極的に進めていかなければなりません。

そのため、次の考え方を基本理念として、施策や取組を推進していくものとします。 

本計画は、平成 21 年度（2009 年度）から平成 30 年度（2018 年度）までを計画期間とする

現行計画を見直し、「第２次環境基本計画（改訂版）」として、平成 26 年度（2014 年度）から平

成 31 年度（2019 年度）までの計画とするものです。 

なお、次回の計画見直しの内容については、平成 32 年度（2020 年度）までを計画期間とする

本市総合計画の更新時に整合を図るものとします。 

本計画の位置づけ 

計画の期間 

基本理念に基づき、本計画における望ましい環境像を以下のように掲げます。 

エネルギー 

資源循環 
    

資源を大切にする 
社会システムの形成 

限りあるエネルギーを 
大切に使う低炭素社会 
への転換 

快適なくらし 
    

健康で快適なくらしを 
支える環境の保全 

みどり 
    みどりを保全・創出・ 

活用し、市民に親しまれる 
まちづくり 

都市環境 
    

快適な都市環境の創造 

 

重点プロジェクト 
    

国
の
環
境
基
本
計
画 

吹田市自治基本条例 

吹田市総合計画 

・環境の保全等に関する条例 

・環境まちづくり影響評価条例 

・みどりの保護及び育成に関す

る条例 

・景観まちづくり条例等 

環
境
基
本
条
例 

環
境
基
本
法 

都市計画 
マスター 
プラン 

一般廃棄物 
処理 

基本計画 

その他 
関連計画 

 

みどりの 
基本計画 

 

景観 
まちづくり 

計画 

・市の率先行動の推進 

・環境マネジメント 

システムの推進 等 

・環境まちづくりガイドライン 

 

吹田市第２次 
環境基本計画 

改訂版 

地球温暖化 
対策新 

実行計画 
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次期総合計画
H１８年度

（２００６年度）

H２１年度
（２００９年度）

吹田市第２次環境基本計画
（改訂版）

第３次環境基本計画
H31年度（2019年度）まで

H２６年度

（２０１４年度）

H３２年度

（２０２０年度）

H３３年度

（２０２１年度）

中間

見直し

中間

見直し

吹田市総合計画

吹田市第２次環境基本計画
（現行）

H２６年3月
（２０１４年）

H32年度（2020年度）まで

H30年度

（2018年度）まで

整合を

はかる

整合を

はかる

 

 
  

安全で健康かつ快適な 

生活を営むことのできる 

良好な環境を確保する 
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指標と目標値、重点プロジェクト 

 

■ ごみの年間焼却対象量 

■ ごみの年間排出象量（家庭系・事業系） 

■ マイバッグ持参率 

■ 下水処理水の高度処理普及率 

■ 環境美化推進重点地区 

■ 熱帯夜日数 (5 年間移動平均値) 

■ 雨水浸透箇所数累計 

■ 透水性舗装面積累計 

■ 市域面積に対する緑地面積の割合 

■ 市民 1 人当たりに対する都市公園面積 

■ 緑あふれる未来サポーター制度（公園）の登録団体数 

■ 公園・緑地の利用しやすさ満足度 

■ 緑化路線延長累計 

■ 住み続けたいと思う市民の割合 

■ 鉄道・バスなどの公共交通網の便利さ満足度 

■ コミュニティティバス 1 便当たりの乗車人数 

■ 移動経路のバリアフリー化率 

連携・協働の推進 

エコスクールの推進 

本計画の効果的な推進に向けて、それぞれの目標ごとに指標を示しています。ここで示す指標は、環境の状況、目標

の達成に向けて実施する施策や取組の進捗状況を把握するための数値です。また、目標ごとに、指標の中から代表的な

ものを選定し、目標の達成状況を表すための代表指標とします。 

 

限りあるエネルギーを大切に 

使う低炭素社会への転換 

目標 

資源を大切にする 

社会システムの形成 

健康で快適なくらしを 

支える環境の保全 

みどりを保全・創出・活用し、

市民に親しまれるまちの形成 

快適な都市環境の創造 

重点プロジェクト 

 

指標 

 

代表指標・目標値 

 

市域の年間エネルギー消費量 

平成 32 年度（2020 年度）までに 

（全  体） 目標 15.9 PJ※ 

（家庭部門） 目標 市民１人当たり 8.6 GJ※ 

（業務部門） 目標 従業員１人当たり 30.2 GJ※ 
 

※ J（ジュール）：エネルギー（熱）量を表す単位。1 気圧において 1g の水の温度を 1℃上げ 

るのに必要なエネルギー（熱）量は約 4.2J に相当。G（ギガ）は 109で P（ペタ）は 1015。 

市民 1 人当たりごみ排出量（1 日） 

平成 32 年度（2020 年度）までに 

目標 786ｇ 

リサイクル率 

平成 32 年度（2020 年度）までに 

目標 24.2％  

環境目標値達成率 

平成 32 年度（2020 年度）までに 

（二酸化窒素） 目標 100% 

（一般環境騒音）目標 100% 

（河川ＢＯＤ） 目標 100% 

 

吹田市域の緑被率 

平成 37 年度（2025 年度）までに 

目標 30％ 

木々や草花などの緑が多いのでまちに 

愛着や誇りをもつ市民の割合 

平成 32 年度（2020 年度）までに 

目標 62％  

まちなみが美しいと感じる市民の割合 

平成 32 年度（2020 年度）までに 

目標 70％ 

 

地球温暖化対策の推進       

ヒートアイランド対策の推進     

重点プロジェクトとは… 
● 環境課題の中で緊急かつ重要な課題であり、優先的に取り組む必要があるもの 
● 市民・事業者との協働の取組を促進させるもの 
● 環境に配慮した地域でのまちづくりをすすめ、先導的な役割を果たすもの 

■ 市域の温室効果ガス排出量 

■ 公共施設における再生可能エネルギー導入件数 

■ 吹田市役所の事務事業に伴う年間温室効果ガス排出量 

■ 市域における太陽光発電システム導入件数累計及び 

年間受給電力量（売電機器のみ） 

地域における環境教育の推進 
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ごみ排出量及びリサイクル率 

環境目標値達成率 

まちなみが美しいと 

感じる市民の割合 



 

計画の推進のために 

計画の進行管理 

環境マネジメントシステムの基本的な考え方であるPDCAサイクル【計画（Plan）→実施（Do）

→点検（Check）→見直し（Act）】を活用し、本計画の進行管理を行います。 

また、年度ごとに、計画の進捗状況を取りまとめ、吹田市環境審議会に報告します。審議会での

審議や評価を受けて、評価内容を公表するとともに、次年度以降の施策へ反映し、さらなる取組を

推進します。 

進行管理の方法 

本計画の進行管理における点検・評価を客観的及び具体的に行うため、それぞれの目標ごとに指

標を設けました。これらの指標を活用して事業の進捗状況を数値で評価することにより、施策の達

成状況について各実施主体が認識を共有しつつ、効果的に進行管理を行い施策の推進を図ります。 

 

指標を用いた進行管理 

本市環境施策の進捗状況、社会動向や環境の変化に応じて更新した本計画の内容は、指標の最新

の現況値とともに、毎年、吹田市環境白書（すいたの環境）やホームページで情報発信します。そ

れにより、常に活きた計画として、本計画を推進します。 

更新情報の発信 

本計画の総合的な推進を図るため、吹田市環境施策調整推進会議において、庁内調整を図りなが

ら、諸施策を円滑かつ着実に展開していきます。また、市民・事業者をはじめとしたあらゆる主体

と協働して施策を推進するために、環境パートナーシップ組織との連携強化を図ります。併せて、

本計画の進捗状況を客観的に評価し、より効果的な進行管理を行うため、外部評価のあり方につい

て検討を進めます。 

推進・評価体制 

※１：本市総合計画に基づく実施計画 

実 施 
Do 
当該年度  環境施策･事業の実施 

４～３月 

点 検 
Check 
翌年度５月 環境施策実施状況の調査・

集約（進捗状況の点検） 

翌年度８月 環境審議会による評価 

      評価内容の公表 

翌年度中  環境白書の作成 

計 画 
Plan 
前年度７月 実施計画※１の策定 

 

施策の進捗状況など 

をふまえて見直し 

（おおむね５年） 

吹田市第２次 

環境基本計画 

 
 

集 約

（ 進

捗 状

況 の

点検） 

翌年度８月 環境

審議会による評価 

      評価

内容の公表 

翌年度中  環境

白書の作成 

見直し 
Act 次年度以降の施策への反映 

 

PDCA 

サイクル 

 

環境審議会 

環境パートナーシップ組織 

 市 民・ 

市民公益 

活動団体等 

事 業 者 

助 言 

評 価 

提 言 
報告 

大 学 

研究機関 

省エネＷＧ 

行 政 

環境施策 

調整推進会議 

-6- -5- 


	140401吹田市【概要版】表紙
	概要版案0331

